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錦川下流域における
錦帯橋と
岩国城下町の
文化的景観が
国の重要文化的景観
に選定されました
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錦
帯
橋
が
つ
な
ぐ
町
並
み

自
然
と
向
き
合
い
、

営
み
と
共
に
育
つ
ま
ち

　5つの景観単位が重なり合い、一体性を成す
この風景は、都市の発展の歴史、人の手が作り
上げてきた自然と都市の関係性を伝えています。
※詳しくは市ホームページに掲載しています

■ 

重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
評
価
さ
れ
た
ポ
イ
ン
ト

■ 

文
化
的
景
観
と
は

2広報いわくに

 

10
月
11
日
、「
錦
川
下
流
域
に
お
け
る
錦
帯
橋
と
岩
国
城
下
町
の
文
化

的
景
観
」
が
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

問
錦
帯
橋
課
☎（
29
）5
１
0
７

　

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
や
な
り
わ
い
、
そ
の
地
域
の
風
土
に
よ
り

形
成
さ
れ
た
景
観
地
を
言
い
ま
す
。
市
で
は
そ
の
価
値
を
正
し
く
評
価
し
、

地
域
で
守
り
、
次
世
代
へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め
、
平
成
27
年
度
か
ら
国

の
重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
目
指
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

岩
国
城
下
町
は
、
錦
川
が
大
き
く
蛇
行
し
て
山
を
取
り
囲
む
位
置
に
岩

国
城
が
築
か
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
藩
主
居
館
や
重
臣
の
屋
敷
な
ど
が
置

か
れ
た
城
山
の
ふ
も
と
側（
横
山
地
区
）と
、
家
臣
屋
敷
や
町
人
地
が
置
か

れ
た
岩
国
山
の
ふ
も
と
側（
岩
国
地
区
）が
、
錦
川
に
よ
っ
て
大
き
く
隔
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
両
岸
の
城
下
町
を
つ
な
ぐ
錦
帯
橋
は
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
今
日
ま
で
観
光
地
と
し
て
の
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
、

浮
世
絵
に
も
描
か
れ
た
風
景
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
城
下
町
で

は
錦
川
や
内
水
の
氾
濫
に
対
す
る
備
え
を
護
岸
や
水
路
、
建
造
物
な
ど
に

見
る
こ
と
が
で
き
、
川
と
密
接
に
関
わ
る
暮
ら
し
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。
岩
国
城
下
町
の
文
化
的
景
観
は
、
川
の
特
性
を
踏
ま
え
た
城
下
町
づ

く
り
か
ら
特
徴
あ
る
景
観
が
生
ま
れ
、
そ
れ
が
名
所
と
な
っ
て
に
ぎ
わ
い

を
も
た
ら
し
経
済
活
動
や
文
化
活
動
の
活
力
を
支
え
る
と
い
う
、
自
然
と

都
市
と
産
業
の
関
連
性
を
示
し
、
独
特
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

重要文化的景観選定区域（右地図黒枠内）

■ 構成する景観単位
　 城山、岩国山、錦川、横山地区（吉香公園、
　 旭町など）、岩国地区（大明小路、岩国七町、
　 橋本町、土手町など）

岩国山

岩国地区
横山地区

城山

錦川
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　岩国城下町の文化的景観は地域の風土に根ざして営まれてき
た人々の生活となりわいによって長い年月をかけて作り出され
てきたものです。この景観を次の世代に引き継ぐためにはその
価値を共有し、住民と行政が一緒になって必要な施策を展開し
ていくことが大切です。歴史的な町並みの整備や活用、伝統文
化の継承などを通じて、地域のにぎわい創出につながるまちづ
くりを進めていきます。

文化的景観
 

の 
特
徴
に
注
目

■ 
描
か
れ
る
風
景
と
物
見
の
生
業

　
■ 

錦
帯
橋
が
つ
な
ぐ
岩
国
城
下
町

■ 

川
と
向
き
合
う
都
市
の
仕
掛
け
と
暮
ら
し

\ 地域の人に選定された喜びの声を聞きました /
　今回の選定は、錦帯橋の世界文化遺産
登録に向けたステップだと思っていま
す。商店が並び、軒を連ねるこの地区の
景観を次の世代につなげるためには、こ
れからも人が住み、守り育てる必要があ
ります。地域に残るさまざまなものを継
承していくために何が必要かを地域と行
政が一緒になって考えていかなければな
らないと思っています。錦帯橋をはじめ、
見応えのある文化遺産や景観、建築物が
多くあるこの地域に人
が集まり、伝統を守り
育て、次世代につない
でいく仕組みづくりを
することでここにしか
ない魅力をもっともっ
と発信できるように
したいと思ってい
ます。

　歴史と共に育まれてきた文化的景観の
選定は、地域にとっても岩国市にとって
も 1歩前進と言えると思います。
　横山地域では、この景観を守るために
月に 1回の清掃活動や土手の草刈りを
行う、地域住民で意見交換して要望活動
を行うなど、地域をより良くするために
どうしたらいいのかを考え住民が一体と
なって活動を行っています。竹林の保全
活動で出た竹を利用して地元中学校と一
　　　　　　　　緒に門松づくりをする
　　　　　　　　など、次世代につなぐ
　　　　　　　　活動にも積極的に取り
　　　　　　　　組んでいます。今後も
　　　　　　　　地域や行政と問題を共
　　　　　　　　有し、より良い地域に
　　　　　　　　　するために必要な活
　　　　　　　　　　動を続けていきた
　　　　　　　　　　いと思っています。

守り
ない
りを
しか
もっ
に

岩国地区自治会連合会
藤川克己会長

　　　　　 　　な
　　　　　　 　　　　 　　　　　 活動
　　　　　　 　　 　　　　 組
　　　　　　 　　 地域
　　　　 　　　 　　 　　有
　　　　 　　 　　　 す
　 　 　　 　　 　

横山地区自治会連合会
福田博一会長

■ 文化的景観を保存活用していくために

錦帯橋と岩国城下町の風景
は絵図に描かれるなど評判
となり、人々の往来が生ま
れ、それが城下町に土産物
屋や旅館などの観光地とし
ての産業を育みました。

両岸の横山地区、岩国地区
が錦帯橋によって一体的に
つながり、岩国城下町とし
ての風情と活気、それぞれ
の特性を受け継ぎながら今
日に至っています。

石垣による屋敷地のかさ上
げや堀や水路の整備といっ
た浸水への備え、土手を取
り込んだ懸

かけ
作りと呼ばれる

建物など、川と向き合う特
徴的な景観が生まれました。



絵
師
の
気
持
ち
で
眺
め
る
錦
帯
橋

横
山
地
区
の
町
並
み
や
城
山
、
岩
国

城
展
望
台
な
ど
を
散
策
し
た
り
し
ま

し
た
。
浮
世
絵
や
刷
り
物
に
好
ん
で

描
か
れ
た
風
景
の
構
図
と
似
た
景
色

を
城
山
の
視
点
場
か
ら
観
察
し
た
参

加
者
か
ら
は
昔
と
変
わ
ら
な
い
風
景

の
構
図
に
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
景
観
の
価
値
を
継

承
し
て
い
く
た
め
に
今
後
も
町
歩
き

な
ど
を
開
催
し
、
景
観
の
価
値
や
魅

力
に
つ
い
て
発
信
す
る
機
会
を
設
け

て
い
き
ま
す
。

問
錦
帯
橋
課
☎（
29
）５
１
０
７

文化的景観観察会

　

11
月
６
日
、
文
化
的
景
観
観
察
会

が
岩
国
城
下
町
の
横
山
地
区
を
中
心

に
行
わ
れ
、
14
人
の
市
民
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
観
察
会
は
「
錦
川
下
流
域
に

お
け
る
錦
帯
橋
と
岩
国
城
下
町
の
文

化
的
景
観
」
が
、
10
月
11
日
に
山
口

県
内
で
初
め
て
国
の
重
要
文
化
的
景

観
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

観
察
会
で
は
最
初
に
重
要
文
化
的

景
観
を
構
成
す
る
要
素
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
後
、
岩
国
徴
古
館
で
錦
帯

橋
の
絵
画
や
浮
世
絵
を
鑑
賞
し
た
り
、

市政
PICK－UP

4広報いわくに

　　　　　　　重要文化的景観
　　　　　　　の構成要素とな
　　　　　　　る地点を散策し
　　　　　　　ながら観察

錦帯橋を
中心とす
る岩国城
下町の風
景が江戸時代から多くの往来
を生み、観光業や文化を生み
出してきた。このころ描かれ
た錦帯橋の絵図には、名所と
して知られる岩国山を背景と
するものが多く現存する。描
かれてきた構図ポイントを目
指し、視点場へと登る参加者。
視点場は、展望台登山口から約５分程度歩く

　　　　　　　①内水氾濫に備
　　　　　　　えて配置された
　　　　　　　芦堀の説明を受
　　　　　　　ける参加者。当
時から残る堀の周辺の建物は石
積みでかさ上げされている
②旭町は藩主の居館や重臣の屋
敷地が主であった横山地区で唯
一の町人地。古い町並みがこの
地区の暮らしを今に伝える

浮世絵色付け体験：昔の浮世絵は１枚１枚順
番に色付けしていた。浮世絵鑑賞で色付けの
「ずれ」に気付くことも鑑賞の楽しみに

❷

錦帯橋を紹介する刷り物。旅の大衆化とともに土産物と
して各地に広まった（岩国徴古館蔵）

❶



ポスター、標語、作文、詩の各部門の代表者に福田良
彦市長から表彰状が授与された

　

11
月
10
日
、
岩
国
市
民
文
化
会
館

で
じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１
in

い
わ
く
に
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
人
権
に
対
す
る
正
し

い
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
毎
年

開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年
も
学
校
関

係
者
や
市
民
約
３
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
市
内
の
中
学
・
高
校
生

が
応
募
し
た
ポ
ス
タ
ー
、
標
語
、
作

文
、
詩
の
中
か
ら
優
秀
作
品
に
選
ば

れ
た
生
徒
と
、
人
権
問
題
に
対
し
て

積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

学
校
に
対
し
て
、
福
田
良
彦
市
長
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰

式
後
に
は
作
文
と
詩
の
特
選
受
賞
作

品
の
朗
読
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
記
念
講
演
は
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、公
認
心
理
師
の
東
小
雪
氏
が「
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
理
解
す
る
〜
日
本
社
会
の

中
で
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
こ
と

〜
」
と
題
し
た
講
演
を
行
い
、
自
身

の
体
験
を
通
し
て
、
性
の
多
様
性
を

認
め
合
う
こ
と
の
難
し
さ
と
大
切
さ

に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

問
人
権
課
☎（
29
）５
０
８
０

多
様
性
を
認
め
合
い
平
等
な
社
会
をオンラインにより行われた記念講演を真剣に聞く参加

者

じんけんフェスタ2021
inいわくに

乗
り
方
を
学
ん
で
バ
ス
を
身
近
に

　

10
月
25
日
に
川
下
小
学
校
の
２
年

生
、
11
月
８
日
と
10
日
に
岩
国
小
学

校
の
３
年
生
を
対
象
と
し
た
バ
ス
の

乗
り
方
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
乗
り
方
や
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
学
び
、
バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の
取
り

組
み
は
今
回
が
初
の
開
催
と
な
り
ま

す
。

　

教
室
で
は
、
い
わ
く
に
バ
ス
㈱
の

協
力
の
下
、
校
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
２
台
を

乗
り
入
れ
、
設
置
し
た
模
擬
バ
ス
停

で
乗
り
降
り
の
体
験
や
、
車
内
で
の

運
賃
表
の
見
方
、
支
払
い
方
法
な
ど

の
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
人
ず
つ
整
理
券
を
取
っ
て
座
席

に
座
り
、
運
賃
表
で
金
額
を
確
認
し

て
降
車
す
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
を

体
験
し
た
児
童
ら
は
「
今
ま
で
あ
ま

り
乗
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
知

ら
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
休
み
の

日
な
ど
に
自
分
で
乗
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
今
後
も
、
地
域
に
密
接
し
た

公
共
交
通
機
関
で
あ
る
バ
ス
の
利
用

促
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
交
通
課
☎（
29
）５
１
０
６

バスの乗り方教室開催

現金だけではなく、電子マネーでのバスの乗り方体験
も行った

バスの後方ドアから乗り、前方ドアから降りるという
基本的な乗り方から学んだ
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す
ま

い
る

Smile
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Vol.150

坂田　修作さん
（周東町在住）

周東町祖生の山里民宿
「和樂の里」代表。特
技は水泳で、学生時代
から競泳と水球を続け
ており、元マスターズ
の日本記録保持者。妻
と３人の子供がいる。
座右の銘は「為せば成
る」

耕作放棄地を耕すために導入した「レンタカウ」
は坂田さんの相棒だ

　

本
当
に
こ
の
道
で
合
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
地
図
を
確
認
し
、
慎
重
に
細
い
山
道
を

登
っ
た
先
に
築
１
０
０
年
を
超
え
る
古
民
家

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
民
宿
を
営
ん
で
い
る

の
が
坂
田
修
作
さ
ん
で
す
。

　

大
阪
市
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
坂
田
さ
ん
は

生
き
物
が
大
好
き
な
少
年
で
し
た
。
都
会
の

中
で
見
つ
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
を
飼
育

し
て
い
ま
し
た
。特
に
魚
に
興
味
が
あ
り「
将

来
は
魚
に
関
わ
る
仕
事
に
就
き
た
い
」
と
い

う
夢
を
抱
き
ま
す
。
京
都
大
学
で
水
産
学
を

学
び
、
卒
業
後
は
大
手
石
油
会
社
に
就
職
し

た
坂
田
さ
ん
。
微
生
物
を
利
用
し
た
技
術
開

発
や
下
松
の
笠
戸
ヒ
ラ
メ
の
養
殖
研
究
に
も

携
わ
り
ま
し
た
。
多
忙
な
日
々
を
過
ご
し
な

が
ら
も
、
仕
事
は
充
実
し
て
お
り
、
着
実
に

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
ア
メ
リ
カ
の
バ
イ
オ
企
業
社
長
を

こ
「
和わ
ら
く樂
の
里
」
で
す
。
何
度
か
足
を
運
ぶ

う
ち
、
当
時
１
人
で
民
宿
を
切
り
盛
り
し
て

い
た
藤
森
和
子
さ
ん
か
ら
「
こ
こ
を
継
承
し

て
も
ら
え
な
い
か
」
と
話
を
持
ち
掛
け
ら
れ

ま
す
。
す
ぐ
に
答
え
は
出
ず
、
悩
む
坂
田
さ

ん
で
す
が
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
決
め
ま
し

た
「
祖
生
は
豊
か
な
農
林
水
産
資
源
に
恵
ま

れ
、
交
通
の
利
便
性
も
良
い
。
自
分
が
目
指

し
て
い
る
地
方
創
生
の
場
所
に
な
る
と
い
う

勘
も
あ
っ
た
ん
で
す
」
こ
う
し
て
横
浜
に
住

む
妻
と
子
供
を
説
得
し
、
２
０
１
９
年
、
57

歳
の
時
に
単
身
で
岩
国
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
り
、
会
社
員
時
代

と
は
違
う
多
忙
な
日
々
を
送
る
現
在
の
坂
田

さ
ん
。
民
宿
の
経
営
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
を
耕

し
農
作
物
の
栽
培
や
特
産
品
の
生
産
を
行
っ

て
い
ま
す
「
ご
縁
が
あ
っ
た
こ
の
地
で
、
自

然
資
源
を
生
か
し
た
中
山
間
地
域
の
振
興
に

尽
力
し
、
若
い
人
を
呼
び
込
む
礎
に
な
り
た

い
」
と
静
か
に
、
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

種から育てたワサビの苗の植え付けを営農
塾の後輩に指導する坂田さん（手前左）

務
め
帰
国
し
た
52
歳
の
頃
、
坂

田
さ
ん
の
中
に
あ
る
思
い
が
芽

生
え
ま
す
「
一
度
き
り
の
人
生

を
こ
の
ま
ま
過
ご
し
て
も
良
い

の
か
。
社
会
に
役
立
つ
よ
う
な

仕
事
が
で
き
る
の
な
ら
挑
戦
し

て
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
」
一

次
産
業
や
地
方
創
生
に
関
心
を

抱
い
て
い
た
坂
田
さ
ん
は
日
本

各
地
の
中
山
間
地
域
を
巡
る
旅

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
中
で
立

ち
寄
っ
た
場
所
の
１
つ
が
、
こ

雨上がりなどに和樂の里から見られる雲海
はまさに絶景

こ
こ
に
若
者
が
息
づ
く
た
め
の

道
筋
を
作
り
た
い
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CHILL OUT DOOR マルシェとシネマ on HALLOWEEN
　10月30日、周東町の丸太村で「CHILL OUT DOOR マルシェとシネマ on HALLOWEEN」が開催され
ました。
　秋晴れの下、芝生広場では軽食や野菜、小物の販売やライブ演奏、ヨガ体験などが行われ、訪れた人たちは
思い思いの時間を楽しみました。日が暮れた後は屋外での映画上映が行われ、会場一帯は一日を通してにぎや
かで素敵な空間に包まれていました。

A B C

D E F

G H

A.かわいく装飾された入場ゲート　B.ハンドパン（金属製の体鳴楽器）ライブ　C・D.芝生広場で自由に遊ぶ子供たち　E・F.楽しい雰
囲気に自然と会話も弾む　G.木工のワークショップは家族連れに大人気　H.自然の中で見る映画は開放的で最高！



広報いわくに

オリジナルの印鑑作りに挑戦

　10月17日から11月28日まで由宇
歴史民俗資料館で特別展「由宇の
歴史アラカルト」が開催されまし
た。岩国徴古館が所蔵する由宇町
の歴史に関する資料を主体に展示
し、古代以来の荘園が形成された
歴史や、廻

かいせん

船業が発達した歴史な
どを「アラカルト」として取り上
げ、地域の歴史をさまざまな面か
ら知る特別な展示になりました。

　10月20日、玖珂中央コミュニティセンターで「篆
てんこく

刻体験教室」
が開催されました。篆刻とは木や石などに印を彫るという意味
で、今回は初心者向けの柔らかい石で篆

てんしょたい

書体を彫りました。参
加者は講師の大石紗

さりょう

蓼氏の指導を受けながら、一生懸命作業に
取り組み、完成した作品をうれしそうに眺めていました。

　10月10日、美川根笠運動広場で
「かじかの里ウオーキングin根笠」
が開催されました。
　当日は岩国市内で行われる予定
だった東京オリンピック聖火リ
レーのトーチを使って、模擬リ
レーも実施しました。リレーの後、
参加者76人は美川ムーバレーに続
く根笠川清流沿いの往復３㎞のウ
オーキングを楽しみました。

みんなで楽しく
ウオーキング

由宇の歴史アラカルト

おはよう！今日もええ日じゃねぇ
　ラジオ体操の普及奨励に大きく寄与した団体として、錦町の
「深川ラジオ体操の会」が、㈱かんぽ生命保険から2021年度ラ
ジオ体操優良団体等表彰を受けました。会員は15年間、平日の
朝は毎日集まり、体操とだんらんのひとときを共に過ごしなが
ら、健康増進と地域のつながりを維持しています。

8
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　10月31日と11月３日・７日、二鹿野外活動センターで「親子
で山歩き体験会ロックステーションにも挑戦だ！」が開催され
ました。参加した親子は険しい山道に足を滑らせながらも、手
を取り合いながら最後まで歩き切りました。登山の後は体育館
でボルダリングなどを楽しみ、すがすがしい汗を流しました。

秋の野山を親子で散策

　10月22日、周東町の上市集会所
で二

に こ

胡演奏会が開催されました。
　王
おうたん

丹二胡アカデミー所属の山本
氏と藤永氏を招き、中国の伝統的
な楽器である二胡の説明と「川の
流れのように」など、なじみのあ
る曲の演奏が行われました。
　会場を訪れた人たちは二胡の素
敵な音色にうっとりとした様子で
した。

　10月26日、ハーモニーみわですくすく親子学級「おひるねアー
ト」が開かれました。赤ちゃんをハロウィーンの仮装などに着
せ替え、専用のマットを背景にアート写真を撮影しました。赤
ちゃんのご機嫌をとるのに一苦労する場面もありましたが、撮
れた写真はどれもかわいく、楽しい撮影会になりました。

親子で作る楽しいアート写真

　10月20日、ほんごう保育園の園
児たちが園庭に実ったキウイの収
穫をしました。
　剪
せんてい

定した枝をビニールシートの
上に置き、キウイをみんなで丁寧
にもぎ取っていきました。昨年に
比べ、大きく育ったキウイを手に
した園児たちは「でっかー！」「早
く食べたいね」と満面の笑みで話
していました。

二胡の音色に
思わずうっとり

今年のキウイは
大きいよ！



フ
ェ
ン
シ
ン
グ

本
間
邦
彦
（
指
導
者
）、
田
中
陸
大
、
原

隆
輝
、
中
本
尚
志
、
上
村
明
武
、
杉
岡

瑞
基　

第
45
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

大
会　

男
子
学
校
対
抗
エ
ペ　

第
３
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

田
村
勉
（
指
導
者
）、
世
見
康
範
（
指
導

者
）、
田
中
実
久
（
指
導
者
）、
御
手
洗

月
奈
、
石
丸
梨
叶
、
藤
本
莉
子
、
茶
谷

楓
音
、
濵
重
希
亜
、
唐
椀
小
榛
、
大
野

莉
子
、
水
谷
柚
菜
、
中
川
心　

第
34
回
全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会　

女
子
の
部　

第
３
位

藤
本
靖
雄
（
指
導
者
）、
竹
下
晴
日　

令
和
３
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
競
技
大
会
高
松
宮
記
念
杯
第

72
回
全
日
本
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会　

男
子
の
部　

第
１
位

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

加
納
虹
輝　

第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
２
０
２

０
／
東
京
）　

男
子
エ
ペ
団
体　

第
１
位

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

徳
田
新
之
介
、
徳
田
廉
之
介　

第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
２
０
２

０
／
東
京
）　

男
子
の
部　

第
11
位

ホ
ッ
ケ
ー

尾
本
桜
子　

第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
（
２
０
２

０
／
東
京
）　

女
子
の
部　

第
11
位

空
手
道

德
本
栞
那　

第
21
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大

会　

小
学
３
年
生
女
子
形
の
部　

第
２
位

　市内のスポーツ団体の育成や運営に功績のあった人、国際大会や全国大会などで優秀な成績を
収めた選手・指導者に贈られる、スポーツ功労賞などの受賞者が決定しました。【敬称略】
表彰式　12月12日㈰　10時～　岩国市民文化会館
問スポーツ推進課☎（29）5103

スポーツ功労賞などの受賞者

岩国市長表彰　スポーツ功労賞

岩
国
市
・（
一
財
）
岩
国
市
体
育
協
会
表
彰

ス
ポ
ー
ツ
栄
光
賞

大﨑　三雄
岩国市綱引連盟

牧本　章文
岩国市サッカー協会

　

永
年
に
わ
た
り
、
岩
国
市
綱
引
連
盟
の
役

員
と
し
て
連
盟
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
連
盟
主
催
の
各
種
大
会
の
運
営
に
お
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
綱
引

競
技
の
普
及
、
組
織
の
充
実
・
発
展
に
大
き

く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、
岩
国
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

の
役
員
と
し
て
、
選
手
の
育
成
や
サ
ッ
カ
ー

競
技
の
普
及
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
12
年
か
ら
は
、
協
会
の
理
事
長
と

し
て
組
織
の
充
実
発
展
と
競
技
の
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

10広報いわくに
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重要度について満足度について

市民満足度調査の結果を
公開しています
　市が行う施策に対する満足度や重要度につ
いて市民の皆さんの意見を聞き、市政運営に
役立てるため、毎年度、岩国市民満足度調査
を実施しています。結果は市ホームページな
どで公開しています。その中から一部を紙面
で紹介します。
　行政経営改革課☎(29)5029

調査対象　 岩国市に住民登録がある満18歳以上の人
対象者数 　3,000人
抽出方法　 住民基本台帳を基に無作為抽出
調査方法　 郵送配布・郵送及びインターネット回収
調査期間　 ７月29日～８月12日
有効回収数 1,142人
回収率　　 38.1%問

　市ホームページで、詳細な調査結果や分析を掲載した報告書を見ることが
できます。「岩国市民満足度調査」で検索するか右記ＱＲコードなどからア
クセスしてください。
　市役所２階の市政情報コーナーで閲覧することもできます。

　各施策を総合的に見た満足度については
「満足（11.6％）」と「やや満足（44.9％）」
の合計が 56.5％という結果となりました。

　   過去の数値
令和２年度   56.9％
令和元年度　56.2％

「満足」「やや満足」の割合が高かった
項目
　１　消防・救急体制の充実
　２　子育て環境の充実
　３　安心・安全なまちづくり

「重要」「やや重要」の割合が高かった
項目
　１　消防・救急体制の充実
　２　医療環境の整備
　３　防災対策の充実

「満足でない」「あまり満足でない」
の割合が高かった項目
　１　中心市街地の活性化
　２　交通基盤の整備
　３　米軍基地の安全対策

総合満足度　56.5％ 満足11.6%

やや満足
  44.9%

どちらとも
いえない
28.3％

無回答  3.9%満足でない
　2.1％
あまり満足
でない
9.3％



●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症(C

O
V
ID
-19)

に
つ
い
て
③

[186]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

豆苗の豆乳スープ

温かいスープでほっこり
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今
回
は
Sサ
ー
ズ
・
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

A
R
S
―
C
o
V
2
の
診
断
、

治
療
に
つ
い
て
の
解
説
で
す
。

　

S
A
R
S
―
C
o
V
2
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
り
「
P
C
R
検
査
」
の
知
名
度
が
上
が
り

ま
し
た
。
P
C
R
法
は
ウ
イ
ル
ス
に
特
異
的

な
遺
伝
子
配
列
を
増
幅
・
検
出
す
る
検
査
法

で
す
。
確
定
診
断
に
利
用
さ
れ
ま
す
が
、
時

間
が
か
か
る
、
専
用
の
機
器
と
熟
練
し
た
人

材
が
必
要
、
コ
ス
ト
が
高
い
な
ど
の
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
多
く
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
発
熱
外

来
で
導
入
さ
れ
て
い
る
の
が
ウ
イ
ル
ス
抗
原

迅
速
検
査
で
す
。
専
用
機
器
は
不
要
で
、
15

〜
30
分
で
簡
易
的
に
判
定
可
能
で
す
。
今
年

の
秋
か
ら
一
般
薬
局
で
も
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
あ
く
ま
で
簡
易
検
査

で
す
の
で
、
陽
性
判
定
が
出
た
と
し
て
も

P
C
R
検
査
に
よ
る
確
定
診
断
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
薬
局
で
購
入
し
ご
自

身
で
検
査
さ
れ
る
場
合
、
検
体
採
取
が
適
切

で
な
い
と
正
確
な
検
査
が
行
え
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

最
近
多
い
問
い
合
わ
せ
が
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
後
に
き
ち
ん
と
抗
体
が
付
い
て
い
る
の

か
調
べ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
相
談
で
す
。
回

答
か
ら
申
し
上
げ
る
と
「
検
査
は
可
能
」
で

す
が
、
現
状
で
は
保
険
診
療
で
は
な
く
、
全

額
自
費
と
な
り
ま
す
。
ま
た
検
査
可
能
か
ど

う
か
は
個
別
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
問
い
合
わ
せ

て
い
た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
ま
た

は
濃
厚
接
触
者
と
判
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
場

合
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
？
と
い
う
質
問
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
な
治
療

法
や
治
療
薬
の
解
説
は
か
な
り
専
門
的
な
話

と
な
る
の
で
省
略
い
た
し
ま
す
。

　

療
養
期
間
に
つ
い
て
で
す
が
、発
症
日（
無

症
状
の
方
は
陽
性
確
定
日
）
を
０
日
目
と
し
、

「
10
日
間
が
経
過
し
、
か
つ
症
状
消
失
か
ら

72
時
間
経
過
」
す
れ
ば
療
養
解
除
と
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
最
短
で
発
症
日
か
ら
11
日
目
に

療
養
解
除
に
な
り
ま
す
。
濃
厚
接
触
者
の
健

康
観
察
期
間
は
日
数
が
異
な
り
ま
す
。
感
染

者
と
の
２
日
前
ま
で
の
濃
厚
接
触
有
無
で
判

断
さ
れ
、
濃
厚
接
触
日
を
０
日
と
し
て
隔
離

期
間
は
14
日
間
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
最
短
で
濃
厚
接
触
日
か
ら
15
日
で
観

察
期
間
が
解
除
と
な
り
ま
す
。
た
だ
こ
の
療

養
期
間
は
今
後
、
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
情
報
に
つ
い
て
は
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
岩
国
市
医
師
会
】

●エネルギー 70kcal/人　●食塩相当量 1.2g/人

材料（４人分）

★ひとことポイント★
　忙しい朝にもお勧めです。豆腐も入ったまろやか
な味わいです。

　　　　レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

①豆苗は根元を切り除き、長さを半分に切る。
②鍋にAを入れて煮立て、①を加える。絹ごし豆腐
　は食べやすい大きさに崩し入れ、３分程煮る。
③Ｂを加えて混ぜ合わせ、器に盛り、黒こしょうを
　ふる。

・豆苗…１パック（100g）
・絹ごし豆腐…200g　　　　　　　
・顆
かりゅう

粒鶏がらだし…小さじ２
・水…２カップ
・無調整豆乳…１カップ
・みそ…大さじ１
・あらびき黒こしょう…適宜

作り方

A

B



家
庭
内
で
感
染
を
広
げ
な
い
た

め
の
お
願
い

　

一
人
の
感
染
者
が
感
染
を
広
げ
る
相
手
は
、

家
族
が
全
体
の
半
数
を
占
め
る
と
い
う
県
の

統
計
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
気
温
が
下
が
り
、
空

和
56
年
４
月
１
日
〜
昭
和
57
年
３
月
31
日
生

ま
れ
の
人　

〇
子
宮
頸け
い

が
ん
検
診
＝
平
成
３

年
４
月
１
日
〜
平
成
４
年
３
月
31
日
生
ま
れ

の
女
性　

〇
乳
が
ん
検
診
＝
昭
和
56
年
４
月

１
日
〜
昭
和
57
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
女
性

受
診
の
手
順　

市
か
ら
受
診
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
同
封
の
一
覧
表
か
ら
医
療
機
関
を

選
び
、
予
約
し
た
上
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
診
券
が
な
い
場
合
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い

受
診
期
間 

３
月
31
日
㈭
ま
で

問
岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
24
）３
７
５
１

市
政
番
組

「
ち
か
く
に  

い
わ
く
に
」
放
送

日
時　

12
月
12
日
㈰　

10
時
55
分
〜
11
時
10

分
（
再
放
送
＝
26
日
㈰　

10
時
55
分
〜
11
時

10
分
）

放
送
局　

山
口
放
送
（
K
R
Y
）

内
容　

岩
国
市
北
部
の
山
代
地
域
に
伝
わ
る

山
代
神
楽
。
こ
の
貴
重
な
文
化
を
次
世
代
に

伝
え
よ
う
と
伝
承
活
動
に
取
り
組
む
人
々
の

活
動
の
様
子
や
そ
の
思
い
を
紹
介

問
広
報
戦
略
課
☎（
29
）５
０
１
６

気
が
乾
燥
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
が
よ
り
活

発
に
な
り
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
や

す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
家
庭
内
で
の
感
染
予
防
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
食
事
は
１
人
ず
つ
小
分
け
に

○
部
屋
は
30
分
に
１
回
換
気
を

○
手
洗
い
後
の
手
拭
き
タ
オ
ル
は
別
々
に

○
電
気
の
ス
イ
ッ
チ
、
水
道
の
蛇
口
、
ド
ア

ノ
ブ
な
ど
の
小
ま
め
な
消
毒

○
歯
ブ
ラ
シ
は
、
重
な
り
合
わ
な
い
よ
う
離

し
て
保
管

○
毎
日
体
温
を
測
定
し
、
体
調
管
理

○
風
邪
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
家
族
と
の
接
触

を
控
え
る

　

重
症
化
し
や
す
い
高
齢
者
や
持
病
の
あ
る

人
に
は
、
特
に
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

対
象
者
は
無
料
で
検
診（
健
診
）

が
受
け
ら
れ
ま
す

　

次
の
人
は
、
今
年
度
、
市
の
受
診
券
を
利

用
し
て
無
料
で
検
診（
健
診
）が
受
け
ら
れ
ま

す
。

対
象　

〇
国
保
い
き
い
き
健
診
＝
40
歳
（
令

和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
40
歳
に
な
る
人
を

含
む
）
か
ら
74
歳
ま
で
の
岩
国
市
国
民
健
康

保
険
加
入
中
の
人　

〇
大
腸
が
ん
検
診
＝
昭

岩
国
産
木
材
搬
出
流
通
促
進
事

業
費
補
助
金

　

岩
国
市
産
の
間
伐
材
を
岩
国
木
材
セ
ン
タ

ー
へ
出
荷
す
る
人
に
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
交
付
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額　

原
木
材
積
１
立
方
メ
ー
ト
ル
当

た
り
２
千
円

問
農
林
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
５

低
未
利
用
土
地
等
確
認
書

を
発
行
し
ま
す

　

令
和
２
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
個
人
が

保
有
す
る
低
未
利
用
土
地
な
ど
を
譲
渡
し
た

場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
の
特
例
措
置
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
適
用
を
受
け
る
た
め
の
確
認

書
が
必
要
な
人
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

低
未
利
用
土
地
な
ど
を
譲
渡
し
た
人

申
問
都
市
計
画
課
☎（
29
）５
１
６
１

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。

お
知
ら
せ
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令
和
４
年
成
人
式
の

入
場
券
を
送
付
し
ま
す

　

成
人
式
の
事
前
申
し
込
み
を
し
た
人
に
入

場
券
を
発
送
し
ま
す
。
成
人
式
へ
の
参
加
を

希
望
す
る
人
は
全
員
事
前
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
ま
だ
事
前
申
し
込
み
を
し
て
い
な
い

人
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
14
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

発
送
予
定
日　

12
月
13
日
㈪
か
ら
順
次

申
込
期
限　

12
月
３
日
㈮

申
問
生
涯
学
習
課
☎（
29
）５
２
１
０

書
き
損
じ
は
が
き
と
使
用
済
み

切
手
を
集
め
て
い
ま
す

●
書
き
損
じ
は
が
き

　

住
所
の
間
違
い
や
古
く
て
使
え
な
い
な
ど

で
投と
う
か
ん函
さ
れ
て
い
な
い
未
使
用
の
官
製
は
が

き
を
回
収
す
る
こ
と
で
発
展
途
上
国
に
学
校

を
建
設
す
る
資
金
に
な
り
ま
す
。

収
集
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所　

市
役
所　

１
階

※
出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
カ
月
）
以
上
の

出
産
（
死
産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
）
を
い

い
ま
す

※
保
険
料
を
事
前
に
納
付
し
て
い
る
場
合
、

対
象
期
間
内
の
付
加
保
険
料
を
除
く
保
険
料

は
還
付
と
な
り
ま
す

申
し
込
み
開
始
時
期　

出
産
予
定
日
の
６
カ

月
前

※
手
続
き
の
際
は
母
子
健
康
手
帳
が
必
要

問
保
険
年
金
課
☎（
29
）５
０
８
６
、
総
合
支

所
、
支
所
、
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２

２
２就

学
援
助
費
新
入
学
準
備
金
を

支
給
し
ま
す

対
象　

市
内
に
児
童
生
徒
・
保
護
者
と
も
在

住
し
、
令
和
４
年
４
月
に
小
・
中
学
校
に
入

学
予
定
で
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
新
１
年
児
童
生
徒
の
保

護
者
（
私
立
小
・
中
学
校
お
よ
び
市
外
の
国

公
立
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
児
童
生
徒

の
保
護
者
も
含
む
）

内
容　

新
入
学
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給

申
請
期
間 

12
月
１
日
㈬
〜
１
月
31
日
㈪

申
所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
、
学
校
教
育
課
、
教
育
支
所
へ

問
学
校
教
育
課
☎（
29
）５
２
０
４
、
教
育
支

所固
定
資
産
税
の
届
け
出
を

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
が
、
そ

の
固
定
資
産
の
価
格
を
基
に
算
出
さ
れ
る
税

額
を
所
在
地
の
市
町
村
に
納
め
る
税
金
で
す
。

●
土
地　

令
和
３
年
中
に
、
住
宅
用
地
か
ら

非
住
宅
用
地
、
ま
た
は
非
住
宅
用
地
か
ら
住

宅
用
地
に
用
途
変
更
し
た
な
ど
、
利
用
状
況

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
12
月
28
日
㈫
ま
で

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
家
屋　

令
和
３
年
中
に
、
家
屋
の
一
部
ま

た
は
全
部
を
取
り
壊
し
て
届
け
出
を
済
ま
せ

て
い
な
い
人
、
家
屋
の
新
築
・
増
築
を
し
て

ま
だ
市
の
調
査
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
12

月
28
日
㈫
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
令
和
３
年
中
に
新
築
し
た
認
定
長
期

優
良
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
を

受
け
る
た
め
に
は
、
令
和
４
年
１
月
31
日
㈪

ま
で
に
申
告
が
必
要
で
す
。

案
内
所
、
生
涯
学
習
課
、
出
張
所
、
総
合
支

所
、
支
所
、
教
育
支
所
、
中
央
公
民
館
、
中

央
図
書
館
窓
口

回
収
期
間　

２
月
28
日
㈪
ま
で

●
使
用
済
み
切
手

　

保
健
医
療
が
十
分
で
な
い
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
地
域
の
保
健
医
療
活
動
を
支
え
る
貴
重

な
資
金
に
な
り
ま
す
。

回
収
場
所　

生
涯
学
習
課

※
封
筒
や
は
が
き
に
貼
っ
て
あ
る
消
印
の
押

さ
れ
た
切
手
の
周
り
約
１
㎝
で
切
り
取
っ
て

く
だ
さ
い
（
剥
が
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

問
岩
国
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

課
内
）
☎（
29
）５
２
１
０

産
前
産
後
期
間
は
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
加
入
者
（
第
1
号
被
保
険
者
）

が
出
産
す
る
場
合
に
、
出
産
前
後
の
一
定
の

期
間
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
免
除
さ
れ
た
月
は
保
険
料
納
付
済
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す

対
象　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
出
産

日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

免
除
期
間　

出
産
ま
た
は
出
産
予
定
月
の
前

月
か
ら
４
カ
月
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
出

産
ま
た
は
出
産
予
定
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６

カ
月
間
）
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※
10
㎡
未
満
の
家
屋
も
課
税
対
象
に
な
り
ま

す●
償
却
資
産　

事
業
を
行
っ
て
い
る
人
は
、

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
事
業

用
の
構
築
物
や
機
械
、
備
品
な
ど
の
資
産
を

令
和
４
年
１
月
31
日
㈪
ま
で
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
資
産
の
異
動
が
な
い
場
合
や
、
廃

業
・
解
散
し
た
場
合
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

償
却
資
産
申
告
の
対
象
例

○
構
築
物
＝
駐
車
場
の
舗
装
、
フ
ェ
ン
ス
、

広
告
塔
、
門
、
塀
、
外
灯
、
テ
ナ
ン
ト
の
付

帯
設
備
な
ど　

○
機
械
、
装
置
＝
工
作
機
械

類
、
医
療
機
器
、
建
設
機
械
類
、
テ
ナ
ン
ト

の
付
帯
設
備
、
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど

○
船
舶
＝
漁
船
、
ボ
ー
ト
な
ど　

○
車
両
、

運
搬
具
＝
大
型
特
殊
自
動
車
、
構
内
運
搬
車

両
な
ど

※
自
動
車
税
や
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
て

い
る
も
の
は
該
当
し
ま
せ
ん

○
工
具
、
器
具
、
備
品
＝
工
具
類
、
事
務
機

器
類
、
家
電
類
な
ど

問
課
税
課
（
土
地
＝
☎（
29
）５
０
５
５
、
家

屋
・
償
却
資
産
＝
☎（
29
）５
０
５
６
）

市
税
・
国
税
の
納
付
方
法

　

市
税
の
納
付
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
、

国
税
の
納
付
は
法
人
事
業
者
は
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
、
個
人
事
業
者
は
振
替
納
税
が
便
利
で

す
。

の
徹
底

〇
飲
酒
運
転
等
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根

絶〇
横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優
先
の
徹
底

問
く
ら
し
安
心
安
全
課
☎（
29
）５
０
１
８

年
末
の
大
掃
除
は
お
早
め
に

　

年
末
の
ご
み
処
理
施
設
は
、
大
変
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
直
接
ご
み
を
搬
入
す
る

場
合
は
、
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

12
月
中
に
し
尿
の
収
集
を
希
望
す
る
人
は
、

12
月
上
旬
ま
で
に
収
集
業
者
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

※
玖
珂
・
周
東
地
域
は
、
し
尿
収
集
日
程
表

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

※
４
月
か
ら
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

広
報
い
わ
く
に
３
月
15
日
号
と
同
時
配
布
し

ま
す

問
環
境
事
業
課
☎（
31
）５
３
０
４
、
環
境
施

設
課
☎（
29
）５
０
３
５
、
総
合
支
所
、
支
所

※
各
種
納
付
手
続
き
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い

問
収
税
課
☎（
29
）５
０
５
９
、
岩
国
税
務
署

☎（
22
）０
１
１
１

年
末
年
始
の
交
通
安
全

県
民
運
動
が
行
わ
れ
ま
す

　

年
末
年
始
は
交
通
量
が
増
加
す
る
た
め
、

死
亡
事
故
な
ど
の
重
大
事
故
の
多
発
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら

な
い
よ
う
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
期
間　

12
月
10
日
㈮
〜
１
月
３
日
㈪

重
点
目
標　

○
子
供
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の

安
全
の
確
保

〇
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
事
故
防
止
と
歩
行
者

等
の
保
護
な
ど
安
全
運
転
意
識
の
向
上　

〇
自
転
車
の
安
全
確
保
と
交
通
ル
ー
ル
順
守

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

12
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭
・
13
日
㈪
・

21
日
㈫
・
22
日
㈬
･
27
日
㈪
･
28
日
㈫ 

８
時
〜
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎（
29
）５
０
２
４

宝
く
じ
の
助
成
金
で

備
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
す
る

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
り
、
美
和
地
域
自
治

会
連
合
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
用

に
テ
ン
ト
12
張
り
、
四
方
幕
５
セ
ッ
ト
を
整

備
し
ま
し
た
。

問
美
和
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎（
96
）１
１
１
１

キャッシュレス納付

振替納税

ダイレクト納付
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教室名 定員 実施場所 電話番号 問い合わせ窓口
岩 国 180人 岩国小学校敷地内 ☎（43）2329

こども支援課
☎（29）5075

岩 国 第 二 40人 岩国小学校校舎内 ☎070（3778）1892
麻 里 布 165人 麻里布小学校敷地内 ☎（22）4960
麻里布第二 40人 麻里布小学校校舎内 ☎090（1354）6085
川 下 90人 川下小学校敷地内 ☎（22）2946

東 100人 東小学校校舎内 ☎（22）0507 
平 田 130人 平田小学校敷地内 ☎（31）7377
平 田 第 二 40人 平田小学校校舎内 ☎080（2948）2296

灘 100人 灘小学校敷地内 ☎（31）7219 
愛 宕 130人 愛宕小学校敷地内 ☎（31）6742
中 洋 50人 中洋小学校校舎内 ☎（38）3308
通 津 70人 通津小学校敷地内 ☎（38）0014
装 港 40人 装港小学校校舎内 ☎（21）5171
藤 河 30人 藤河小学校隣接地 ☎（41）0779
御 庄 40人 御庄小学校隣接地 ☎（46）0031
小 瀬 20人 小瀬小学校校舎内 ☎（52）2814 
杭 名 20人 杭名小学校敷地内 ☎（47）3166
河 内 30人 河内小学校校舎内 ☎（47）2086
柱 野 20人 柱野小学校校舎内 ☎（46）0633
由 西 15人 由西小学校敷地内 ☎（63）1113 由宇総合支所

市民福祉課
☎（63）1113

由 宇 70人 由宇小学校校舎内 ☎（63）1414
神 東 15人 神東地域交流センター ☎（63）6036

玖 珂 180人 玖珂小学校校舎内 ☎（82）5581 玖珂支所福祉班
☎（82）2511

本 郷 15人 本郷小学校校舎内 ☎（75）2060
本郷支所
市民福祉班
☎（75）2582

周 東 中 央 100人 しゅうとう児童館内 ☎（84）0112
周東総合支所
市民福祉課
☎（84）1112

周 東 米 川 30人 米川小学校敷地内 ☎（84）5400
周 東 修 成 20人 修成小学校校舎内 ☎（84）1311
そ お 30人 そお小学校校舎内 ☎（85）0444
周 東 川 上 20人 川上小学校校舎内 ☎（84）0634

錦 30人 にしき児童館内 ☎（72）3244
錦総合支所
市民福祉課
☎（72）2112

美 和 東 40人 美和東小学校敷地内 ☎（96）0350 美和総合支所
市民福祉課
☎（96）1113美 和 西 40人 美和西小学校敷地内 ☎（96）1618

募
集あ

な
た
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

●
第
３
次
岩
国
市
総
合
計
画

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
３

次
岩
国
市
総
合
計
画（
令
和
５
年
度
〜
令
和

14
年
度
）の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
策
定
の
参
考
に
す
る
た
め
、

市
民
提
言
と
し
て
、
皆
さ
ん
か
ら
こ
れ
か
ら

の
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
な
ど
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
人
、
事
業
所
を
有
す
る
人

募
集
内
容　

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
気
付
き
、
岩
国
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

提
言
な
ど

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜
28
日
㈫（
必
着
）

申
政
策
企
画
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出

張
所
に
備
え
付
け
の
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

ま
た
は
直
接
、
政
策
企
画
課
へ

問
政
策
企
画
課
☎（
29
）５
０
１
３

FAX（
24
）４
２
０
９

 seisaku@
city.iw

akuni.lg.jp

後
〜
18
時
30
分

○
学
校
の
休
業
日
＝
８
時
〜
18
時
30
分

休
室
日　

日
曜
、
祝
日
、
８
月
14
日
〜
16
日
、

12
月
29
日
〜
翌
年
１
月
３
日
、
そ
の
他
特
に

定
め
る
日

料
金　

３
千
円
／
月
（
８
月
の
み
４
千
円
）

※
申
請
に
よ
り
減
額
・
免
除
が
適
用
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す

募
集
期
間　

新
１
〜
６
年
生
＝
12
月
１
日
㈬

令
和
４
年
度
放
課
後
児
童
教
室

利
用
者

対
象　

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
放
課

後
（
月
に
15
日
以
上
、
原
則
15
時
以
降
）
に

家
庭
で
の
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

小
学
生

利
用
時
間　

○
学
校
の
授
業
日
＝
授
業
終
了

〜
24
日
㈮

申
申
請
書
、
保
育
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
（
就
労
状
況
証
明
書
、診
断
書
な
ど
）、

保
険
加
入
関
係
書
類
を
直
接
、
各
放
課
後
児

童
教
室
（
由
西
放
課
後
児
童
教
室
は
由
宇
総

合
支
所
、
岩
国
・
麻
里
布
・
平
田
小
学
校
の

新
４
〜
６
年
生
は
第
二
放
課
後
児
童
教
室
）へ

問
放
課
後
児
童
教
室
、こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）

５
０
７
５
、
総
合
支
所
、
支
所

ホームページ

募　

集
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岩
国
優
秀
文
化
賞
対
象
者

　

学
校
教
育
や
社
会
教
育
に
お
け
る
芸
術
・

文
化
・
科
学
技
術
な
ど
の
分
野
で
、
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
個
人
・
団
体
・
指
導
者
を
募

集
し
、
表
彰
し
ま
す
。

対
象　

①
市
内
に
在
住
ま
た
は
市
内
の
学
校

や
文
化
団
体
に
在
籍
し
、
令
和
３
年
１
月
１

日
か
ら
令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
に
県
大
会

以
上
の
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個

人
・
団
体
（
児
童
・
生
徒
・
学
生
に
限
る
）

②
①
を
原
則
３
年
以
上
指
導
育
成
し
た
も
の

※
県
大
会
以
上
の
大
会
と
は
、
国
ま
た
は
県

な
ど
の
地
方
公
共
団
体
主
催
ま
た
は
共
催
で
、

県
内
各
市
町
か
ら
選
抜
さ
れ
た
代
表
に
よ
り

競
わ
れ
る
大
会
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

募
集
期
間　

１
月
６
日
㈭
ま
で

申
問（
公
財
）岩
国
市
文
化
芸
術
振
興
財
団

☎（
24
）８
９
９
６

山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学

校
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
参
加
者

対
象　

令
和
４
年
４
月
入
校
生

日
時　

12
月
19
日
㈰

場
所　

山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

内
容　

募
集
概
要
や
訓
練
概
要
の
説
明
と
２

科
ま
で
の
訓
練
を
体
験
で
き
ま
す

募
集
期
間　

12
月
13
日
㈪
ま
で

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

〇
第
１
回
＝
２
月
28
日
㈪
ま
で

〇
第
２
回
＝
３
月
１
日
㈫
〜
15
日
㈫

※
資
料
請
求
は
無
料

申
問
放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３（
９
２
８
）２
５
０
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://w

w
w
.ouj.ac.jp

試
験市

職
員
（
看
護
師
、准
看
護
師
、

臨
床
検
査
技
師
）

　

看
護
師
、
准
看
護
師
、
臨
床
検
査
技
師
の

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

●
看
護
師
・
准
看
護
師

受
験
資
格　

昭
和
41
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
看
護
師
資
格
ま
た
は
准
看
護
師
資
格

を
有
す
る
人　

※
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む

募
集
人
員　

２
人
程
度

募
集
期
間　

12
月
1
日
㈬
〜
１
月
12
日
㈬

17
時
15
分
（
必
着
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

試
験
日　

１
月
20
日
㈭

試
験
場
所　

市
役
所　

５
階
51
会
議
室

種
目　

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

申
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
ら
山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

へ問
山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

☎
０
８
３
４（
２
８
）２
２
３
３

FAX
０
８
３
４（
２
８
）４
６
１
７

職
業
訓
練
生

●
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
基
礎
科

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を

し
て
い
る
人

期
間　

２
月
18
日
㈮
〜
５
月
16
日
㈪

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国

定
員　

20
人

内
容　

一
般
事
務
や
事
務
全
般
に
必
要
と
さ

れ
る
パ
ソ
コ
ン
操
作
方
法
、
接
遇
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
る

料
金　

１
万
７
千
円
程
度
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
検
定
受
験
料
は
別
途
必
要

募
集
期
間　

12
月
６
日
㈪
〜
１
月
11
日
㈫

申
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岩
国
☎（
21
）３
２
８
１

山
口
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
☎
０
８

３
４（
２
８
）２
２
３
３

放
送
大
学
４
月
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

勤
務
場
所　

錦
中
央
病
院
ま
た
は
美
和
病
院

●
臨
床
検
査
技
師

受
験
資
格　

昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
、
臨
床
検
査
技
師
資
格
を
有
す
る
人

※
令
和
４
年
３
月
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

を
含
む　

募
集
人
員　

１
人

募
集
期
間　

12
月
1
日
㈬
〜
１
月
12
日
㈬

17
時
15
分
（
必
着
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

試
験
日　

１
月
20
日
㈭

試
験
場
所　

市
役
所　

５
階
51
会
議
室

種
目　

作
文
、
面
接
、
適
性
検
査

採
用
予
定
日　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降

勤
務
場
所　

錦
中
央
病
院

申
所
定
の
申
込
書
（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
職
員
課
へ
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
）

※
詳
し
く
は
募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ
ト
か
ら
閲
覧
可
）

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

職員採用専用サイト

試　

験
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育
児
休
業
代
替
任
期
付
職
員

　

育
児
休
業
を
取
得
す
る
市
職
員
の
代
替
と

し
て
任
期
を
定
め
て
勤
務
す
る
職
員
の
登
録

試
験
で
す
。
採
用
は
職
員
の
育
児
休
業
の
取

得
状
況
に
よ
り
変
動
し
ま
す
の
で
、
登
録
さ

れ
て
も
採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

職
種　

①
事
務
職　

②
保
育
士
・
幼
稚
園
教

諭　

③
保
健
師

受
験
資
格　

①
＝
平
成
15
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等

学
校
以
上
（
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
も

の
を
含
む
）
を
卒
業
し
た
人　

②
＝
保
育
士

資
格
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す
る
人

③
＝
保
健
師
資
格
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

①
＝
２
人
程
度　

②
＝
岩
国
・

由
宇
地
区
で
４
人
程
度
、
玖
珂
・
周
東
地
区

で
２
人
程
度
、
美
和
・
本
郷
地
区
で
２
人
程

度　

③
＝
２
人
程
度

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜
１
月
12
日
㈬

17
時
15
分
（
必
着
）

※
土
・
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

１
次
試
験
日
時　

１
月
20
日
㈭　

試
験
場
所　

市
役
所

種
目　

Ｓ
Ｐ
Ｉ

※
２
次
試
験
は
面
接

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
以
降

名
簿
登
載
期
間　

３
年
間

申
所
定
の
申
込
書
（
市
職
員
採
用
専
用
サ
イ

ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
写
真
１
枚
（
縦

ま
た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
人
に
は
、
家
賃
相

当
額
を
支
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
次
の
よ
う
な
人

〇
求
職
し
て
い
る
が
仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い

〇
借
金
や
病
気
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

〇
家
族
の
引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
に
悩
ん
で

い
る　

〇
家
族
の
介
護
で
働
け
な
い　

な
ど

※
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
で
す

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末
年
始

は
除
く
）　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

場
所　

福
祉
会
館

問
く
ら
し
自
立
応
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
く
に

（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）
☎（
24
）２
５
７
１

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　

合
同
相
談
会

日
時　

12
月
２
日
㈭　

13
時
30
分
〜
16
時
30

分※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

場
所　

市
役
所

内
容　

保
健
師
な
ど
専
門
職
に
よ
る
、
暮
ら

し
の
相
談
・
就
労
相
談
・
子
育
て
相
談
・
こ

こ
ろ
の
健
康
相
談
な
ど

申
問
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
29
）１
５
２
５

４
㎝
×
横
３
㎝
）
を
貼
付
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
、
職
員
課
へ
（
郵
送
の
場
合
は
簡
易
書

留
と
し
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た
返
信
用
封

筒
（
長
形
３
号
）
を
同
封
）

問
職
員
課
☎（
29
）５
０
３
６

相
談生

活
に
困
っ
て
い
る
人
、
不
安

の
あ
る
人
は
気
軽
に
相
談
を

●
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
の
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
が
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を
相
談
者
と
一
緒

に
考
え
、
必
要
な
情
報
の
提
供
や
、
自
立
の

た
め
の
計
画
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

65
歳
未
満
で
離
職
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう

相　

談

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
18広報いわくに



日
時　

12
月
８
日
㈬　

19
時
〜
20
時
30
分

（
受
け
付
け
開
始
＝
18
時
30
分
）

場
所　

岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ　

定
員　

15
人

※
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
も
参
加
で
き
ま
す

内
容　
「
伝
わ
る
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
Ｐ

Ｒ
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
、
考
え
方
な
ど
を
学
ぶ

講
師　

中
西
順
也
氏
（nishinishi

）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

　
申
問
岩
国
し
ご
と
交
流
・
創
業
ス
ペ
ー
ス

ク
ラ
ス
ビ
ズ
☎（
28
）６
５
６
５

イ
ベ
ン
ト

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

12
月
18
日
㈯　

９
時
30
分
〜

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放

問
生
産
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５

講
演
講
座

歴
史
的
町
並
み
を
活
用
し
た

　
　

ま
ち
づ
く
り
講
演
会

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時　

12
月
20
日
㈪　

18
時
30
分
〜
20
時
30

分
（
当
日
受
け
付
け
）

場
所　
中
央
公
民
館　

４
階
集
会
場

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

内
容　

兵
庫
県
た
つ
の
市
で
実
践
し
て
る
歴

史
的
な
町
並
み
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
事

例
な
ど

講
師　

畑
本
康
介
氏
（
㈱
緑
葉
社
代
表
取
締

役
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い

申
問
錦
帯
橋
課
☎（
29
）５
１
０
７

C
lass Biz.
C
REA
TIV
E 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

●
仕
事
に
繋つ
な

が
る
チ
ラ
シ
・
名
刺
〜
Ｐ
Ｒ
ツ

ー
ル
を
作
る
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と

錦
川
清
流
線
と

　
　
　
　
　

温
泉
鍋
料
理
の
旅

対
象　

小
学
生
以
上
の
人

※
２
人
以
上
で
の
申
し
込
み
が
必
要

日
時　

12
月
３
日
㈮
〜
27
日
㈪
の
金
〜
月
曜　

岩
国
駅
発
＝
９
時
53
分
〜
岩
国
駅
着
＝
17
時

14
分

内
容　

錦
川
清
流
線
に
乗
っ
て
温
泉
と
鍋
を

楽
し
む

料
金　

中
学
生
以
上
＝
８
千
円
、
小
学
生
＝

６
８
０
０
円

※
旅
々
や
ま
ぐ
ち
県
民
割
適
用
の
場
合
は
半

額※
詳
細
は
錦
川
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い

申
問
５
日
前
ま
で
に
電
話
で
錦
川
鉄
道
㈱

☎（
72
）２
０
０
２

ホームページ

ホームページ

ホームページ

イ
ベ
ン
ト

講
演
・
講
座

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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第
12
回
お
も
ち
ゃ
交
換
ひ
ろ
ば

　

使
わ
な
く
な
っ
た
お
も
ち
ゃ
と
欲
し
い
お

も
ち
ゃ
を
予
約
制
で
交
換
で
き
ま
す
。
お
も

ち
ゃ
の
寄
付
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

汚
れ
た
り
壊
れ
た
り
し
て
い
な
い
、

ま
だ
使
え
る
お
も
ち
ゃ

寄
付
受
付　

12
月
20
日
㈪
〜
１
月
24
日
㈪

交
換
期
間　

１
月
５
日
㈬
〜
28
日
㈮

※
対
象
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）０
２
８
８

献
血12

月
の
献
血

５
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

７
日
㈫　

○
岩
国
警
察
署　

９
時
30
分
〜
12

時
30
分
、
13
時
45
分
〜
15
時
30
分

19
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

内
容　

親
子
で
一
緒
に
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

を
楽
し
む

講
師　

加
藤
と
き
え
氏
（「
わ
ら
べ
っ
子
の

集
い
」
代
表
）

募
集
期
間　

12
月
10
日
㈮　

10
時
〜

申
電
話
で
、
中
央
図
書
館

古
本
市

対
象　

図
書
利
用
券
を
持
っ
て
い
る
人

日
時　

①
２
月
５
日
㈯　

９
時
45
分
〜
16
時

15
分　

②
２
月
６
日
㈰　

９
時
45
分
〜
15
時

※
①
＝
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
、
入
場
時
間
は
抽
選
に
よ
り
割
り

当
て　

②
＝
事
前
申
し
込
み
不
要

定
員　

40
人

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
45
分
で
入
れ
替
え

を
行
い
ま
す

内
容　

図
書
館
で
廃
棄
す
る
本
の
販
売

料
金　

①
＝
５
冊
ま
で
１
０
０
円　

②
＝
10

冊
ま
で
１
０
０
円

持
参
品　

持
ち
帰
り
用
の
袋

募
集
期
間　

12
月
28
日
㈫
ま
で
（
必
着
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い

申
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
つ
き
５
人
ま
で
申

し
込
み
可
）
の
往
信
面
に
代
表
者
の
氏
名
、

電
話
番
号
、
図
書
利
用
券
番
号
、
代
表
者
以

外
の
全
員
の
氏
名
、
図
書
利
用
券
番
号
を
記

入
し
、
返
信
用
宛
先
を
記
入
し
て
、
中
央
図

29
日
㈬　

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

10
時
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
16
時

※
い
ず
れ
も
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎（
31
）０
０
４
６

ト
ッ
キ
ー
さ
ん
の

　
　
「
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
」

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

※
未
就
園
児
以
外
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い日
時　

12
月
23
日
㈭　

10
時
15
分
〜
10
時
45

分定
員　

８
組
程
度
（
先
着
順
）

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう

ホームページ

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

中
央
図
書
館

献　

血

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
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書
館
へ

宛
先　

〒
７
４
０
―
０
０
３
４　

南
岩
国
町

四
丁
目
52
ー
１

岩
国
市
中
央
図
書
館

「
古
本
市
」
係

こ
ど
も
館

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎（
24
）０
８
８
８

お
琴
に
ふ
れ
よ
う
！

対
象　

小
学
生

日
時　

12
月
５
日
㈰　

10
時
〜
10
時
50
分

（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

初
心
者
で
も
楽
し
く
琴
を
演
奏
す
る

講
師　

八
木
歌
緒
里
氏
（
琴
・
三
絃
教
授
）

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く
「
ト
リ
オ
で
リ
ン
リ

ン
ベ
ル
」

対
象　

２
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

将
棋
教
室

対
象　

小
学
生

日
時　

12
月
18
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

ル
ー
ル
を
学
ん
で
将
棋
を
楽
し
む

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜
17
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
12
月
８
日
㈬

三
笠
町
一
丁
目　

☎（
29
）１
６
０
０

岩
崎
宏
美
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

〜
太
陽
が
笑
っ
て
る
〜

　
日
時　

12
月
26
日
㈰　

16
時
〜
（
開
場
＝
15

時
30
分
）　

場
所　

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

料
金【
全
席
指
定
】　

一
般
＝
６
５
０
０
円
、

団
体
割
（
10
人
以
上
）＝
６
千
円

※
未
就
学
児
は
入

場
不
可　

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア

岩
国

日
時　

12
月
16
日
㈭　

11
時
20
分
〜
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
を
使
っ

て
ベ
ル
を
作
る

●
小
学
生
の
工
作
「
エ
ッ
グ
ア
ー
ト
」

対
象　

小
学
生

日
時　

12
月
18
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

卵
の
殻
を
使
っ
て
、
ク
リ
ス
マ
ス

オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日

周
東
町
下
久
原　

☎（
84
）０
１
１
２

ク
リ
ス
マ
ス
会

対
象　

小
学
生

日
時　

12
月
11
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

簡
単
な
工
作
や
ゲ
ー
ム
、
く
じ
引
き
、

楽
し
い
お
話
な
ど

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜
10
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

ホームページ

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です

21 2021.12.1



岩
国
運
動
公
園

㊡
12
月
13
日
㈪　

平
田
一
丁
目　

☎（
32
）７
４
１
１

岩
国
運
動
公
園
の
休
園

●
12
月
13
日
㈪

　

運
動
公
園
内
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、

芝
生
広
場
含
む
）
の
全
て
の
施
設
が
利
用
で

き
ま
せ
ん
。
施
設
予
約
も
で
き
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岩
国
運
動
公
園

ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
パ

ク
リ
ス
マ
ス
大
作
戦

対
象　

20
〜
40
代
の
独
身
男
女

日
時　

12
月
24
日
㈮   

18
時
30
分
〜
21
時

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

定
員　

男
女
各
20
人
（
先
着
順
）

内
容　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な
ど

料
金　

男
性
＝
２
５
０
０
円　

女
性
＝
2
千

円持
参
品　

５
０
０
円
程
度
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み

物

を
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
響
か
せ
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
26
日
㈰　

13
時
30
分
〜
14
時
30

分
（
開
場
＝
13
時
）

※
参
加
す
る
に
は
中
央
公
民
館
、
市
役
所
４

階
生
涯
学
習
課
で
配
布
し
て
い
る
整
理
券
が

必
要

場
所　

市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

定
員　

２
０
０
人

講
師　

廣
田
登
志
子
氏
（
元
小
学
校
長
）

問
中
央
公
民
館

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

由
宇
町
潮
風
公
園
内　

☎（
62
）０
１
６
０

ペ
ン
ギ
ン
が
ミ
ク
ロ
生
物
館
に

や
っ
て
く
る
！

　
●
ペ
ン
ギ
ン
の
ひ
み
つ
講
座

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
３
年
生
以
下
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

日
時 

12
月
26
日
㈰　

13
時
〜
13
時
50
分

定
員　

16
人
（
先
着
順
）

内
容　

ペ
ン
ギ
ン
の
体
に
つ
い
て
触
れ
合
い

な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬　

９
時
30
分
〜

●
な
で
な
で
タ
イ
ム

対
象　

誰
で
も
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
要
）

日
時　

12
月
26
日
㈰　

14
時
〜
15
時
（
８
分

×
５
回
）

定
員　

８
人
／
回
（
先
着
順
）

内
容　

ペ
ン
ギ
ン
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

命
の
温
も
り
を
体
感
す
る

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬　

９
時
30
分
〜

申
ミ
ク
ロ
生
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、

12
月
21
日
㈫
〜
25
日
㈯

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
朝
鮮
通
信
使
と
岩
国

日
時　

12
月
19
日
㈰
ま
で

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜
18
日
㈯

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

わ
く
わ
く
工
作
会

対
象　

年
少
〜
小
学
生
と
保
護
者

日
時　

12
月
26
日
㈰　

①
10
時
〜
11
時

②
14
時
〜
15
時

場
所　

総
合
体
育
館　

定
員　

各
15
人
（
先
着
順
）

内
容　

親
子
で
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
を
作
る

料
金　

８
０
０
円

持
参
品　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
室
内
シ
ュ

ー
ズ
、
色
ペ
ン

募
集
期
間　

12
月
１
日
㈬
〜

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

岩
国
四
丁
目　

☎（
43
）０
１
７
４

童
謡
や
唱
歌
を
歌
っ
て

　
　

心
と
か
ら
だ
を
元
気
に
！

●
明
る
い
年
を
願
っ
て
輝
く
歌
を

　

新
年
が
明
る
く
生
き
生
き
と
し
た
年
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
、
心
に
残
る
懐
か
し
い
歌

岩
国
運
動
公
園

中
央
公
民
館

岩
国
徴
古
館

ミ
ク
ロ
生
物
館

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう
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内
容　

朝
鮮
通
信
使
へ
の
お
も
て
な
し
や
信

使
と
の
交
流
に
つ
い
て
紹
介

●
近
世
岩
国
の
考
え
る
人
々

日
時　

12
月
26
日
㈰
〜
２
月
27
日
㈰

内
容　

江
戸
時
代
の
岩
国
に
生
き
た
人
々
の

思
想
や
社
会
に
対
す
る
姿
勢
を
紹
介

問
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
で
捉
え
直
す
朝
鮮

通
信
使
と
岩
国
藩

日
時　

12
月
19
日
㈰　

10
時
〜
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

鴨
頭
俊
宏
氏
（
新
居
浜
工
業
高
等
専

門
学
校
非
常
勤
講
師
）

募
集
期
間　

12
月
３
日
㈮
〜

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス

日
時　

12
月
19
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　

12
月
３
日
㈮
〜

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　

１
月
９
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　

12
月
３
日
㈮
〜

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
参
加
す
る
人

は
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

岩
国
三
丁
目　

☎（
41
）０
５
４
０

ミ
ニ
企
画
展

●
む
か
し
の
教
科
書
っ
て
？「

学
び
の
始
ま
り
」

日
時　

12
月
５
日
㈰
〜
３
月
６
日
㈰

内
容　

庭て
い
き
ん
お
う
ら
い

訓
往
来
を
は
じ
め
と
す
る
所
蔵
資

料
な
ど
か
ら
教
科
書
の
歴
史
を
紹
介

問
岩
国
学
校
教
育
資
料
館

岩
国
学
校
教
育
資
料
館

料金の記載がないものは原則無料です

　衆議院議員総選挙が令和３年10月31日に行
われ、即日開票されました。岩国市の小選挙区
（山口県第２区）と比例代表（中国選挙区）の投票
および開票の結果をお知らせします。
【届出順・敬称略】
問選挙管理委員会事務局☎（29）5240

●衆議院小選挙区選出議員選挙（山口県第２区）

●衆議院比例代表選出議員選挙（中国選挙区）

岩国市の投票結果
男 女 計

当日有権者数（人） 52,229 58,705 110,934
投票者数（人） 26,418 29,305 55,723
棄権者数（人） 25,811 29,400 55,211
投票率（％） 50.58 49.92 50.23
有効投票数 54,331　無効投票数 1,391　
持ち帰りその他 1

政党名 得票数
国民民主党 1,589.812
公明党 8,452
社会民主党 625
れいわ新選組 1,519
日本維新の会 3,933
自由民主党 26,320
立憲民主党 7,641.187
日本共産党 3,794
ＮＨＫと裁判してる党
弁護士法72条違反で 457

第49回衆議院議員総選挙　岩国市の投票・開票結果

岩国市の投票結果
男 女 計

当日有権者数（人） 52,229 58,705 110,934
投票者数（人） 26,423 29,306 55,729
棄権者数（人） 25,806 29,399 55,205
投票率（％） 50.59 49.92 50.24
有効投票数 54,343　無効投票数 1,385　
持ち帰りその他 1

政党名 候補者名 得票数
日本共産党 松田　一志 13,523
自由民主党 岸　信夫 40,820
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岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

市長夢日記

 福田 良彦

Vol.142

み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

編
集
・
発
行
/
岩
国
市
総
務
部
広
報
戦
略
課
広
報
班
　
〒
740-8585　

山
口
県
岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
14番

51号
　
TEL/0827-29-5016

FA
X/0827-21-3337　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.iw

akuni.lg.jp/　
E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷
/山
口
印
刷
工
業
㈱

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

撮 影 者：中村鈴子さん
撮 影 日：10月28日
撮影場所：周東町

「アサギマダラに魅せられて」

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物写真は、
被写体の承諾を得てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万画素以
上）またはＬ判以上の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　②電話番号
③作品名　④撮影日　⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送または直
接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

378　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館のハッ
シュタグをつけて、インスタグラムで
も応募できます。

LINEで「岩国市」
を友だち追加

岩国市

岩国市LINE公式アカウントでは、皆さまの
お役に立つ情報を配信しています。
まずは　　　　　　をお願いします。友だち登録

皆さんの応募作品はホームページ
にも掲載しています

　

日
米
の
中
高
生
が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト

「
グ
ロ
ー
バ
ル 

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
キ
ャ
ン

プ
」
が
、
岩
国
基
地
で
、
は
じ
め
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
は
、「
伝
わ

る
喜
び
」
な
ど
の
体
験
や
文
化
・
教
育
交

流
を
通
じ
、
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
本
市
の

英
語
教
育
は
も
と
よ
り
、
日
米
交
流
事
業

の
充
実
が
図
ら
れ
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
岩
国
地
域
に
住
む
日
米
を
は
じ
め

各
国
の
皆
様
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通

じ
、
相
互
理
解
と
友
好
を
深
め
る
こ
と
は
、

本
市
が
目
指
す
「
誰
も
が
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
」
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

来
年
３
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
岩
国
駅
東
口
に
、

英
語
の
学
び
や
国
際
交
流
な
ど
の
拠
点
と

な
る
「
英
語
交
流
セ
ン
タ
ー
」
も
新
た
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
岩
国
が
よ
り
一
層
、
世
界

に
開
か
れ
た

ま
ち
と
な
る

よ
う
、
引
き

続
き
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

新たにオープンする英語交流
センター（イメージ）
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